
����������������������������������������

無償配布
リサ
イクル品は

バイオマスってなぁに？

モ
デ
ル
地
区
で

ご
み
分
別
を
徹
底

町
内
の
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
は
、

年
間
約
５
�３
０
０
ト
ン
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
伊
予
市
に
あ
る
伊
予
地
区
清
掃

セ
ン
タ
ー
で
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源

化
を
進
め
て
い
く
た
め
、
平
成
１３
年
度

か
ら
中
川
原
地
区
が
ご
み
減
量
対
策
等

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

せ
ん
て
い
枝
を

堆
肥
化
す
る

こ
れ
ま
で
、
家
庭
か
ら
出
る
せ
ん
て

い
枝
は
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
量
は
多
く
、
年
間

５
８
０
ト
ン
。
そ
れ
を
廃
棄
物
系
バ
イ

オ
マ
ス
と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ
う
に

と
、
平
成
１８
年
度
よ
り
資
源
ご
み
と
し

て
分
別
収
集
し
、
町
内
の
農
業
生
産
法

人（
有
）あ
ぐ
り
に
搬
入
し
て
い
ま
す
。

運
ば
れ
た
せ
ん
て
い
枝
は
、
処
理
施

設
で
微
生
物
に
よ
っ
て
発
酵
さ
れ
、
土

壌
改
良
材
と
し
て
町
内
の
農
地
で
再
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
油
か
ら

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
を
作
る

町
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
て
ん
ぷ
ら

油
を
、
役
場
庁
舎
、
東
・
西
・
北
公
民

館
の
４
か
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た

油
は
、
変
換
施
設
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
に
精
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
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中川原は平成１３年５月、いつでも資源ごみを持ち込むこ
とができるリサイクルセンターを設置しました。持ち込み
品は２週間おきに当番者が分別や分砕をし、それらをリサ
イクルして作った紙ひもや廃食油石けんを無償配布するこ
とで、ごみの減量化、再資源化を進めています。
「昨年度から当番の組の方は、ほぼ全戸の方が協力してく
れるようになりました。みんなで取り組むことで分別作業
は早くなるし、何より分別方法や分別の大切さがわかるの
で、一人ひとりの意識が高まると考えたからです。『混ぜれ
ばごみ、分ければ資源』なんです。家庭でのちょっとした
意識で、ごみとしてしまわずに資源としてリサイクルする
ことができます。今後の目標は、生ごみの堆肥化に力を入
れることと、中川原はモデル地区として資源リサイクルを
進めているので、これを他の地区にも広げて、

松前町全体での取り組み
にすることです」
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町のごみ分別収集
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せんてい枝処理施設
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土壌改良材
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